






























戦争の終結』（Nhung Chang Duong “B-2 Thanh Dong”, tap V, Ket Thuc Cuoc Chien 
                                                 





3 Chung Mot Bong Co: Ve Mat Tran Dan Toc Giai Phong Mien Nam Viet Nam (Nha Xuat Ban(NXB) Chinh Tri 
Quoc Gia, 1993). 





































                                                 
5 Tran Van Tra, Nhung Chang Duong “B-2 Thanh Dong”, vol.V, Ket Thuc Cuoc Chien Tranh 30 Nam (NXB 
Van Nghe, 1982). 
6 Tran Van Tra, Ket Thuc Cuoc Chien Tranh 30 Nam (NXB Quan Doi Nhan Dan, 2005). 
7 チャン・ヴァン・チャーの発禁本と再発行本の内容分析については、拙稿「ベトナム共産党による戦史評価の変化：






























会事務所（Van Phong Xu Uy）」をはじめに、「敵情視察委員会（Ban Dich Tinh）」、「教
育訓練委員会（Ban Tuyen Huan）」、「経済財政委員会（Ban Kinh Tai）」、「交通連絡委員
会（Ban Giao Thong Lien Lac）」が設立された。多くの人々の支持を集めるために、「対
敵兵工作委員会（Ban Binh Van）」、「青年動員工作委員会（Ban Thanh Van）」、「婦人動







                                                 
8 Ban Chap Hanh Dang Bo Dang Cong San Viet Nam Thanh Pho Ho Chi MInh, Lich Su Dang Bo Dang Cong San 








































                                                 
10 Hoi dong trung uong chi dao bien soan giao trinh quoc gia cac bo mon khoa hoc Mac-Lenin, Tu tuong Ho 







ン国家政治学院の党歴史院がまとめたLich Su Bien Nien: Xu Uy Nam Bo va Trung 





の所蔵先は、外国人のアクセスできない党中央の公文書館（Kho Luu Tru Trung uong 


























                                                 
11 Hoc Vien Chinh Tri Quoc Gia Ho Chi MInh, Vien Lich su Dang, Lich Su Bien Nien: Xu Uy Nam Bo va Trung 
Uong Cuc Mien Nam (1954-1975) (NXB Chinh Tri Quoc Gia, 2002). 
12 Hoc Vien Chinh Tri Quoc Gia Ho Chi MInh, Vien Lich su Dang, Lich Su Bien Nien: Xu Uy Nam Bo va Trung 






























初 版 か ら
全 削 除 さ
れ た 文 書
数 
第二版に
追 加 さ れ
た文書数






第 二 版 の 文
書 中 の 公 文
書 館 所 蔵 の
資料の割合 
1954 21 5 28 44 28 63% 
1955 28 9 5 24 2 8% 
1956 24 2 3 25 10 2% 
1957 17 4 2 15 6 40% 
1958 13 0 6 19 7 36% 
1959 18 3 6 21 12 57% 
1960 22 2 8 28 14 50% 
1961 28 2 5 31 13 41% 
計 171 27 63 207 92 44% 
     （出所） 筆者作成 
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福田忠弘 ベトナム南部委員会（1954～61年）についての資料公開とその問題点 
しかし、当時政治闘争を指示していたベトナム労働党中央に反して、南部委員会の判断で
武装勢力を建設する決定をした会議の決議文書などはそのまま掲載されている場合もある。
南部委員会が独自の判断をした文書については、そのまま掲載されるか一部削除されるだ
けで済むこともあるが、党中央の判断が誤っていたと判断できるものは全削除の対象にな
ることが多い。1994年5月に自己批判をしたとはいえ、まだまだ党中央が誤りを起こした
ことを隠蔽する傾向があると見受けられる。 
 
４ おわりに 
 南部委員会と南部中央局について出版された2002年の初版本と2008年の第二版に掲載
されている文書を比較して、どのような違いがあるのかを検討した。第二版では初版に比
べて334ページも増えているが、単に資料が増えただけではなく、削除された文書や新た
に追加された文書があることも指摘した。 
 公開された資料の公文書館所蔵の資料の割合についても言及した。1955年と1956年は
公文書館の資料がほとんど公開されていない可能性についても触れた。1994年5月にベト
ナム共産党が南ベトナム解放政策について自己批判したことに言及したが、現在でも、当
時の党中央が起こした誤りについては公にしない傾向があるということを指摘した。 
 
付記 
 本研究は、平成21年度科学研究費補助金（若手研究（B）課題番号50386562）の助成
による研究成果の一部である。 
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